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２０２１年度三重大学大学院人文社会科学研究科（修士課程）入学試験問題 

試験科目［外国人留学生特別入試試験科目・小論文 ］ 

 

問題 次の文章を読み、設問に答えなさい。 

生産性に大きな影響を与えうるものとして、新しい技術を普及することによる効果が考えられ、そ

して実際には技術普及を促す要因がある。 

新技術の普及の過程で問題が生じることがあるため、環境規制の成否を判断する際に、効果的な環

境保全のための技術進歩をどれだけ促進できたのかということは１つの大きな基準となる。なぜ技術

進歩が重要かというのは、汚染削減の技術革新があれば、短期的な規制遵守のための技術導入費用は

増加する場合もあるが、長期的には要素費用の節約より費用負担を軽減できるからである。 

厳しい環境規制は、少なくとも短期的には企業にとっての費用増加の要因となるので、生産性にネ

ガティブな影響を及ぼすことになると考えられる。しかし環境汚染の社会的費用を製品やサービスを

生み出すための費用に反映させることができるため、直接規制より費用負担の少ない環境税などの経

済的手法が生産性へのネガティブな影響を和らげることができる。そして、厳しい環境規制ほど、必

要な汚染物質削減量が多く金銭負担も大きくなるため、労働や資本の費用（要素価格）の変化をきっ

かけに、その要素費用を節約したいという欲求から研究開発投資を増加させることで環境技術を発展

させる。つまり、中長期的には環境汚染削減のための技術開発を進めるインセンティブが生じる。 

環境規制が技術進歩に与える好影響として、1970年代の日本の自動車公害規制がよく事例としてあ

げられる。最 初に厳しい規制

を定めたのは アメリカであ

り、ガソリン 乗用車から排出

される窒素酸 化物の排出量を

現状から 90%以上削減するという規制（マスキー法）が行われた。しかし、自動車メーカー側からの

反発も激しく、規制の発効が 1980年半ばまで延期された。 

日本では、アメリカでの規制が決定されたことより、同様の規制が日本版マスキー法（自動車排出

ガス規制法）として 1978年に施行され、その結果、日本版マスキー法で規制された削減値が世界でも

っとも厳しいものになった。最終的に、不可能といわれた低公害エンジン技術である CVCCエンジンを

ホンダが開発して、基準をクリアした。ほかのメーカーも、ガソリン乗用車の排ガス中の有害成分を

還元・酸化によって浄化する装置である三元触媒を開発し、規制をクリアすることができた。1980年

代に入ってから、アメリカの自動車メーカーが排気ガスなどへの対策を迫られていたときには、すで

に日本のメーカーの排気ガス対策は終わっていたため、その開発投資を燃費改善技術に集中し、燃費

の良い小型車をもって北米の市場を席巻することができた。しかし、これをもって一般に厳しい規制

が技術開発を生み、生産性向上に結びつくとはいえない。なぜならば、当時、技術開発に成功した背

景には政府が厳しい規制方針を貫いた以外にほかの要因があったからである。 

まず、規制が決定されてからメーカーが開発に着手したのではなく、それまで蓄積された技術がす

でに存在していた。また、最初に開発したホンダのみならず業界最大手のトヨタも予定されていた通

常の新車開発やモデルチェンジをせずに、触媒自体の開発に資金と人員を注ぎ込む体制で対応した。 

また、多くの企業のなかでの競争ののち CVCC や三元触媒が開発されたが、技術以外にも環境が政治

的課題となっていたことが成功の要因としてあげられる。つまり、公害問題が政治の争点の１つとな

っており、排ガス規制の強化は重要な課題であった。そのなかで、CVCCがマスメディアなどに取り上

著作権の関係上、開示しない。 
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げられ、当時の反公害を主張していた７大都市の革新系の市長が排ガス規制の強化は実施可能である

との調査報告書を提出した。つまり、企業の技術開発には、政府の規制のみならず、好ましい環境を

望むという需要が大きかったことが、厳しい規制を貫き、かつ企業に技術開発の圧力をかけ続けるた

めの主要な役割を果たしたといえる。そして、政策決定の初期段階から、企業参加によって規制プロ

セス自体を明確にしようとしたことも注目される。 

このような厳格な規制、自治体や住民やマスメディアから厳しい環境規制を求める需要、他国に先

駆けた策定、政策決定の初期段階からの企業参加と、条件が整ったために成功した技術開発というこ

とができる。つまり、一般化して厳しい規制をかけさえすれば生産性を増大させると簡単に結論づけ

ることはできないことに注意する必要がある。  

 （出典：栗山浩一・馬奈木俊介『環境経済学をつかむ【第４版】』有斐閣、２０２０年 240－244

を一部改変） 

 

 

問 筆者の考える技術の普及を促す要因について説明しなさい。その上で、日本の自動車公害規制に

おいて厳しい規制をかけさえすれば生産性を増大させると簡単に結論づけることはできない理由

を 400字程度で述べなさい。 


